

































リシャ正教」 とも呼ばれていますが、正教会は、イエス・キリスト、キリストの使徒たちを原点とし、ローマ・カトリックやプロテスタントとは異なる流 の中で、初代教会、初期教会の伝統を大切にして、正 く受け継いいるキリスト教です。　
正教会は、ギリシャ正教会、ロシア正教会、アメリカ




















































































日本では、人々が本を読むことを好み、印刷された言葉を重んじる傾向が強いから、 信者や、 教えを聴きに集まった人たちに、何よりもまず、彼らの母国語で書かれた本を与える必要があります。 」 （ポズニェーフ著 中村健之介訳「明治日本とニコライ大主教」より）　
このように、聖ニコライは、自ら伝えようとする正教



























































んで、外国人が日本語を学ぼうと思え 、 ろいろな教材や辞書がたくさんあって、とても便利ですが、聖ニコライが日本に来た幕末時代 、そのようなものはほんどなく、ゼロのところから、試行錯誤のやり方で当たるほかありませんでし 。　
聖ニコライは、函館で過ごした最初の八年間を、もっ































書、教えの鑑、教理問答、朝晩の祈祷などの翻訳書を受け取っています。 さらに、 一八七二年には、 北京ミッションの修道司祭イサイヤが編纂した教会用語辞典を受け取っています。　
また、一八八二年には、北京宣教団長の掌院フラビア






































お祈りの冒頭や、会合の始まりの時に歌うなど、非常によく使われるので、正教会の信徒なら知らない人は ないと思います。三位一体 第三位で 聖霊、正教会の用語で言えば「聖神（せいしん） 」の恵みが降るよ に祈る祈祷文です。　
配布資料には五つの訳文がありますが、まず、いちば
































ストス正教会だけで使う特殊な用語の一部は 北京ミッションのロシア人宣教師 ちが考えた訳語 さか ぼっていることもわかります。　
例えば、
「眞實ノ神」で、 「神」の字を「しん」と読ま










テキストを知るに連れ 、やがてそのテキスト自体が信頼できないものだとわかり、幻滅しました。そこで、中国から、新約聖書 他の翻訳を取り寄せてみましたが、一方の翻訳は直訳であって、表現が粗削りで、意味不明なところもたくさんありました。もう一方の翻訳は飾り過ぎていて、原文を完全に言い換えたり、多くの単語を落としたり加えたりしていました。 」　
このとき、
聖ニコライは、 他人の翻訳に頼ることなく、





































































































なっているといえます。一例だけ挙げてみたい 思います。冒頭の言葉は、 「在天の主」 ったのが「天の王」
となったのですが、原文のギリシャ語、または教会スラブ語訳にあ ってみますと、ギリシャ語では「バシレヴー」 、スラブ語 は 「ツァリュー」 、つまり 「王様」 「王」という意味の言葉が使われています。 逆に、 日本語で 「主といえば、ギリシャ語の 「キーリエ」 、スラブ語の ゴースポジ」の訳語として定着しましたので ここでは直す必要があったのです。　
翻訳は日本語の面でもよくなりました。たとえば、
「生




いています。　「聖詠経を印刷に回した。これから何を翻訳しようか。三年後に聖堂が完成した時に、正教の聖堂でどこ も、奉神礼は正しく行なわなくてはならないということを考慮しておかなくてはならない。 そのために必要な は、
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四月二十七日 ロマ書、ローマ 信徒へ 手紙から始
めましたが、聖ニコライはこう嘆いています。　「
最初の一節から八節までは、文法的に難しくて歯が



























ほとんど倒れそうになりながら、やっと第二章の九節までたどり着いた。しか 、きわめて残念だ。翻訳は ても満足のいくよう 出来ではないのだ。まさに比類なきできばえの黄金の鎖を、ちぎって小さな不細工な破片にしてしまったようなものだ 」　「
比類なきできばえの黄金の鎖」とは、聖使徒パウェ
ルの言葉のことです。聖使徒パウェルの く文章は特に凝っていて、とて 長い文がよく出てくるので それを美しい「鎖」にたとえているわけです。
　
それを日本語にする場合、日本語の文法上、そのまま
一つの文にするのは無理なことで、どうしても、ずらずらと何節も続くもと 文を切って、一節、多く 二、三節を せざるを得ないのです。聖ニコライはそれを、原文を損なうこ だ、 「無知な、かつ冒涜的な」ことだと書いて、心から嘆いているわけです。　
一八九六年十二月七日、黙示録で、とりあえずの翻訳

























この仕事は例の 「神 （しん） 」 、
ロシア語の「ドゥーフ」という言葉のところまできましたが、聖ニコライは次のように書いています。　「
この言葉は新約聖書のなかで最も難しい言葉で、ど





ラを混ぜるようなことになっ し うだろう。新 い漢字を作るべきか。だが そ すると、生きている人々の中に自分でこしらえた人形 すえるよう ものだ。 」　
いろいろ迷って悩んだ末に、聖ニコライはこう決断し
ました。　「最もよい方法は、























































い・なおぶ ） 、林甕臣（はやし・みかおみ）といった国語学者を交え 文法をめぐって論争する様子が、生き生きと描かれています。　「
居ル」という動詞の過去形として「居レリ」という
形を使ってもよい どうか、また、名詞を くつか続ける場合には、その間にだけ接続詞の ト」を置くのか、最後の名詞の後に 「ト」 置くのか そういった文法的な問題で議論が沸騰するなど、興味深いエピソードが
いろいろ紹介されていますが、本日は時間が限られていることもあり、割愛させていただきます。　
こ














































者、司祭すべてに一部ずつ送った。ようやく神 言葉がわかるようになったと多 の礼状をもらう。 」　
長い、長いマラソンを走るような仕事でした。新約聖
















ました。 晩年の日記には、 それまでの長い仕事を上から眺めて、 自分たちの翻訳を自己評価する記述が出ています。　
た
とえば、 一九一〇年三月二日、 『祭日経』 の最後の読み
直しをし いるときに、聖ニコライはこう書いて ます。　「わたしと中井はこの翻訳が気に入っている。しかし、全部が全部、皆に理解できるも とは言えない。多くの箇所は、漢字がわかる者なら、それを見て理解するだろうが、耳で聴くと 学問のある者でさえ、どの箇所でも


















一人のものではなく、 二人のものでした。 聖ニコライは、翻訳の仕事について日記 書くとき、かならず 「わたし」ではなく、 「わたしとパウェル中井」と書いています。　
また、聖ニコライの永眠まで半年もない、一九一一年






緻密なものがあります。まず 訳語を厳しく吟味して、原文の言葉を一つひとつ正しい日本 に置き換え います。また、原文 文法にも細心の注意を払って、 き限り日本語 文法 それを反映し、なおかつ 本語とても正しい文法となるように努力しま た。　
その結果、神の言葉の意味が正しく、過不足なく伝わ
ることに成功 ました。さらに、日本語の文体も 神の言葉にふさわしく、格調の高い文語体 選んでいます。
特にそのリズム感が素晴らしく、お祈りのときに唱えるのにちょうどよいことも、 高く評価することができます。　
一方、用語や文体が難しく、現代の人にはわかりにく
い、ということも指摘されたりします。この点は、ロシア正教会が代々使ってきました、教会スラブ語 聖書祈祷書も同じです。 ロシアには、 その難解さをとがめて教会スラブ語ではなく、現代ロシア語でお祈りをすればよい、と言う人さえいます。　
実際、教会スラブ語というのは、現在、日常生活では
使わず、もっぱらお祈りの言葉とな い す。教会スラブ語に接したこ のないロシア人が初め 教会に来て、お祈りの言葉を耳にしたら ほとんど何 わからないでしょう。　
しかし、この、何が何だかわからない 第一印象
に負けないで 教会 通い続け、祈祷書を見て、お祈りの解説を読ん 、家で祈祷書にそ てお祈りをしていけば、少しずつその意味が明らかにな て、現代 語と同じよう 、よくわかるよう なってきます。　
また、聖書につきましても、あらかじめ現代ロシア語














井木菟麿の業績をたたえると共に、二人の仕事は、ときには精神的な苦しみさえ伴う、 苦労 上に苦労を重ねた、大変な仕事だったこと 、 改めて強調 い 思います。　
その苦労の結果、賜物として、現代のわれわれも、正
教会訳の新約聖書をひも き、いろいろな祈祷書 お祈りの言葉に耳を傾けて、心 糧 することができます。　
最後には、こ 講演に向けて準備するとき 貴重な
ご指摘をいただき、さらにいろいろな資料をいただきま
した、仙台の主教セラフィム座下に深く感謝し、お礼を申し上げたいと思います。また、この度、大変お世話になりま ゲオルギイ松島神父さま、イオアン小野神父さま、さらに名古屋ハリストス正教会のマトシカ・マリヤ松島さんに深く感謝申し上げます。　
ご清聴、大変ありがとうございました。
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